
カルチャーパーク利用者の安全・安心の確保を

生まれ変わる消防署西分署
地元要望に応える周辺整備を
（写真は源実朝公御首塚）

認知症の恐れがある高齢者ドライバーの事故防止を

はだの議会だより 平成 29 年（2017年）５月14日（日）  第 224号〘4〙

明日を担う子どもたちに
ふるさと秦野を引き継いでいく予算を原案可決
明日を担う子どもたちに
ふるさと秦野を引き継いでいく予算を原案可決

… 分科会に所属議員がいない会派などが、その分科会において質疑を行うために出席させる委員

　平成 29 年度予算は、総合計画後期基本計画のリーディ
ングプロジェクトを柱に、「豊かさの配分」だけでなく、廃
止や縮小という「痛みの分かち合い」も念頭に入れ、限ら
れた財源を効果的・効率的に活用するため、「明日を担う子
どもたちに、ふるさと秦野を引き継いでいく予算」として
編成されました。
　３月１日の本会議において、23 人の委員で構成する予算
特別委員会を設置し、「一般会計予算」、「水道事業会計予
算」、「公共下水道事業会計予算」、そして「国民健康保険
事業」、「介護保険事業」、「後期高齢者医療事業」の３特別
会計予算の各議案を同委員会に付託し、２日、３日、６日
に各分科会を開催、23 日に座長報告と採決を行いました。
　その後開催した本会議において、平成 29 年度各会計予
算を、原案のとおり可決しました。

（以下質疑、討論などの要旨を掲載）

会 　 計 　 区 　 分 平成 29年度 平成 28年度 増 減 額 前年度比

一 般 会 計 516億4000万円        497億7000万円        ＋18億7000万円 ＋3.8％

水 道 事 業 会 計 34億2000万円 31億4800万円 ＋2億7200万円 ＋8.6％

公 共 下 水 道 事 業 会 計 56億5700万円 73億3222万8000円 -16億7522万8000円 -22.8％

国民健康保険事業特別会計 214億9200万円 213億円 ＋1億9200万円 ＋0.9％

介護保険事業特別会計 114億7500万円 110億9900万円 ＋3億7600万円 ＋3.4％

後期高齢者医療事業特別会計 20億1300万円 19億6100万円 ＋5200万円 ＋2.7％

計 956億9700万円 946億1022万8000円 ＋10億8677万2000円 ＋1.1％

平成 29 年度各会計予算額
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ス
ポ
ー
ツ
大
会
実
施
経
費
に
つ
い
て

問　
毎
年
５
月
に
開
催
さ
れ
る
住
民
総

参
加
型
の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
に
初
参
加
す
る
と
の

こ
と
だ
が
、
そ
の
内
容
や
参
加
す
る
目

的
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
人
口
規
模
が
ほ
ぼ
同
じ
自
治
体
同

士
が
、
イ
ベ
ン
ト
当
日
の
午
前
０
時
か

ら
午
後
９
時
ま
で
の
21
時
間
に
15
分
間

以
上
継
続
し
て
運
動
や
ス
ポ
ー
ツ
を
し

た
市
民
の
割
合
を
競
う
も
の
で
あ
る
。

民
生
委
員
の
確
保
に
向
け
た
環
境
づ
く

り
に
つ
い
て

問　
平
成
28
年
の
全
国
一
斉
改
選
で
は
、

民
生
委
員
の
充
足
率
が
大
幅
に
改
善
さ

れ
た
も
の
の
、
候
補
者
選
定
に
苦
慮
す

る
状
況
は
変
わ
ら
な
い
。
今
後
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
団
体
の
意
見
も
取
り
入
れ
ら

れ
る
よ
う
、
民
生
委
員
推
薦
会
の
構
成

の
在
り
方
に
つ
い
て
も
検
討
す
べ
き
と

考
え
る
が
ど
う
か
。

答　
民
生
委
員
推
薦
会
は
、
各
地
区
の

自
治
会
連
合
会
会
長
や
民
生
委
員
経
験

文教福祉分科会
福 祉 部

こども健康部

教 育 委 員 会

平
成
28
年
は
全
国
で
１
２
８
自
治
体
、

約
２
９
２
万
人
が
参
加
し
、
県
内
で
は

10
自
治
体
が
参
加
し
た
。
本
市
と
し
て

は
、
市
民
の
健
康
づ
く
り
や
市
民
総
参

加
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
活
性
化
を
図

る
た
め
、
初
参
加
す
る
も
の
で
あ
る
。

カ
ル
チ
ャ
ー
パ
ー
ク
の
維
持
管
理
に
つ

い
て

問　
防
犯
カ
メ
ラ
な
ど
を
設
置
し
、
利

用
者
の
安
全
・
安
心
の
確
保
を
図
る
と

の
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
の
内
容
は
ど
の

よ
う
か
。
ま
た
、
公
共
サ
イ
ン
の
設
置

に
つ
い
て
の
考
え
は
ど
う
か
。

答　
防
犯
カ
メ
ラ
は
33
台
設
置
し
、
放

送
設
備
は
カ
ル
チ
ャ
ー
パ
ー
ク
内
全
域

を
お
お
む
ね
網
羅
で
き
る
も
の
を
予
定

し
て
い
る
。
公
共
サ
イ
ン
に
つ
い
て
は
、

案
内
表
示
板
を
パ
サ
デ
ナ
通
り
の
中
心

辺
り
に
設
置
す
る
と
と
も
に
、
既
存
の

表
示
板
に
つ
い
て
も
修
正
し
て
い
く
。

要
望　
カ
ル
チ
ャ
ー
パ
ー
ク
内
で
行
う

ス
ポ
ー
ツ
大
会
な
ど
の
参
加
者
や
応
援

者
に
対
し
、
指
定
場
所
で
の
喫
煙
な
ど

の
ル
ー
ル
を
守
っ
て
も
ら
う
よ
う
周
知

者
で
構
成
さ
れ
て
い
る
が
、
福
祉
施
設

や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
幅
広
い
分
野
の
団

体
か
ら
協
力
を
得
る
こ
と
も
検
討
し
て

い
き
た
い
。

高
齢
者
ド
ラ
イ
バ
ー
の
事
故
防
止
に
つ

い
て

問　
高
齢
者
ド
ラ
イ
バ
ー
の
運
転
す
る

車
両
が
、
集
団
登
校
中
の
小
学
生
の
列

に
突
っ
込
み
、
子
ど
も
の
命
を
奪
っ
て

し
ま
う
と
い
っ
た
事
故
が
後
を
絶
た
な

い
が
、
高
齢
者
ド
ラ
イ
バ
ー
の
事
故
防

止
へ
の
対
策
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
認
知
機
能
の
低
下
を
本
人
や
家
族

に
自
覚
し
て
も
ら
う
た
め
、
平
成
28
年

に
努
め
て
ほ
し
い
。

新
地
方
公
会
計
推
進
事
業
費
に
つ
い
て

問　
統
一
的
な
基
準
に
基
づ
く
財
務
書

類
を
平
成
29
年
度
末
ま
で
に
作
成
・
公

表
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
そ
の
メ
リ
ッ

ト
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
固
定
資
産
の
取
得
価
格
や
耐
用
年

数
な
ど
の
デ
ー
タ
を
備
え
た
台
帳
を
整

備
す
る
こ
と
に
よ
り
、
資
産
の
老
朽
度

合
い
を
測
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
こ

れ
に
よ
り
、
将
来
に
お
け
る
更
新
時
の

必
要
額
の
推
計
や
事
業
・
施
設
別
の
フ

12
月
に
作
成
し
た
認
知
症
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
に
運
転
自
己
評
価
確
認
表
を
折
り
込

み
、
安
全
チ
ェ
ッ
ク
を
促
し
て
い
る
が
、

29
年
度
は
認
知
症
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
ダ

イ
ジ
ェ
ス
ト
版
に
そ
の
確
認
表
を
掲
載

し
、
自
治
会
を
通
じ
て
配
布
し
て
い
く
。

要
望　
認
知
症
の
恐
れ
が
あ
る
高
齢
者

ド
ラ
イ
バ
ー
の
運
転
に
よ
る
、
痛
ま
し

い
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
し
っ
か

り
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

未
病
の
改
善
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ

い
て

問　
市
民
の
健
康
寿
命
の
延
伸
と
生
活

の
質
の
向
上
を
目
指
し
、
県
が
進
め
る

未
病
の
改
善
に
向
け
た
事
業
と
連
携
を

図
る
た
め
、
Ｍ
Ｅ

-

Ｂ
Ｙ
Ｏ
サ
ミ
ッ
ト

神
奈
川
に
参
加
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、

具
体
的
な
取
り
組
み
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
県
は
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
で
自
ら
の
健
康
状
態
を
確
認
で
き

る
「
マ
イ
Ｍ
Ｅ

-

Ｂ
Ｙ
Ｏ
カ
ル
テ
」
と

い
う
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
運
用
を
始

め
て
お
り
、
そ
れ
を
発
展
さ
せ
な
が
ら

さ
ま
ざ
ま
な
ヘ
ル
ス
ケ
ア
Ｉ
Ｃ
Ｔ
事
業

を
展
開
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
そ
の
事

ル
コ
ス
ト
情
報
の
分
析
、
自
治
体
間
の

比
較
が
可
能
と
な
る
。

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り
組
み

に
つ
い
て

問　
平
成
29
年
度
予
算
は
、
28
年
度
と

比
較
す
る
と
約
７
４
０
万
円
増
額
し
て

い
る
が
主
な
取
り
組
み
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
小
田
急
線
の
車
両
に
あ
る
テ
レ
ビ

モ
ニ
タ
ー
を
活
用
し
た
宣
伝
、
第
70
回

秦
野
た
ば
こ
祭
に
お
け
る
イ
ベ
ン
ト
特

設
サ
イ
ト
の
構
築
、
地
域
資
源
で
あ
る

山
と
桜
の
街
を
Ｐ
Ｒ
す
る
プ
ロ
モ
ー
シ

ョ
ン
の
強
化
な
ど
に
取
り
組
む
。

み
ん
な
で
作
る
防
災
マ
ッ
プ
に
つ
い
て

問　
市
内
に
は
２
４
２
自
治
会
あ
る
が
、

土
砂
災
害
警
戒
区
域
に
は
１
３
１
自
治

会
が
該
当
し
、
そ
の
う
ち
自
治
会
独
自

の
防
災
マ
ッ
プ
を
作
成
し
て
い
る
の
は

14
自
治
会
の
み
で
あ
る
。
本
来
で
あ
れ

ば
予
算
を
拡
大
し
て
早
急
に
取
り
組
む

べ
き
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答　
対
象
と
な
る
自
治
会
に
は
機
会
あ

る
ご
と
に
働
き
か
け
を
し
て
い
る
が
、

今
後
は
重
点
地
区
を
設
定
す
る
な
ど
の

業
の
一
つ
が
電
子
母
子
手
帳
の
導
入
と

い
う
形
に
な
る
が
、
積
極
的
に
参
加
し
、

本
市
の
健
康
増
進
事
業
に
役
立
て
て
い

き
た
い
。

小
・
中
学
校
ト
イ
レ
の
洋
式
化
・
快
適

化
に
つ
い
て

問　
清
潔
で
快
適
な
教
育
環
境
を
創
出

す
る
た
め
、
第
二
次
整
備
事
業
と
し
て
、

学
校
ト
イ
レ
の
洋
式
化
・
快
適
化
に
平

成
29
年
度
か
ら
取
り
組
む
と
の
こ
と
だ

が
、
そ
の
内
容
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
29
年
度
は
、
小
学
校
５
校
、
中
学

校
３
校
の
和
式
便
器
１
９
８
台
を
洋
式

便
器
に
改
修
し
、
今
後
４
年
間
で
小
・

中
学
校
全
て
の
ト
イ
レ
を
整
備
す
る
。

要
望　
災
害
時
に
お
い
て
、
小
・
中
学

校
は
各
地
域
の
避
難
所
と
な
る
こ
と
か

ら
、
避
難
所
生
活
の
精
神
的
負
担
を
軽

減
す
る
た
め
に
も
、
体
育
館
を
含
め
た

ト
イ
レ
の
洋
式
化
・
快
適
化
を
着
実
に

進
め
て
ほ
し
い
。

源
実
朝
公
御み
し
る
し
づ
か

首
塚
の
周
辺
整
備
に
つ
い

て問　
東
地
区
の
地
域
力
、
市
民
力
に
よ

り
、
御
首
塚
を
中
心
に
地
域
の
活
性
化

工
夫
を
し
、
積
極
的
に
指
導
し
て
い
く
。

消
防
署
西
分
署
整
備
事
業
費
に
つ
い
て

要
望　
平
成
29
年
度
は
建
物
の
建
て
替

え
を
行
う
が
、
32
年
度
に
供
用
開
始
さ

れ
る
新
東
名
高
速
道
路
を
管
轄
す
る
こ

と
で
、
今
後
は
職
員
の
増
員
、
ト
ン
ネ

ル
災
害
に
対
応
し
た
化
学
消
防
ポ
ン
プ

自
動
車
の
配
備
な
ど
に
相
当
の
費
用
が

か
か
る
。
高
速
道
路
を
抱
え
る
全
国
の

自
治
体
と
協
力
し
、
国
・
県
・
道
路
管

理
者
に
対
し
て
、
引
き
続
き
、
費
用
負

担
を
求
め
る
活
動
を
し
て
ほ
し
い
。

が
図
ら
れ
て
き
た
が
、
源
実
朝
公
没
後

８
０
０
年
、
実
朝
ま
つ
り
第
30
回
の
節

目
を
迎
え
る
に
当
た
り
、
ど
の
よ
う
な

整
備
を
行
っ
て
い
く
の
か
。

答　
本
市
が
管
理
し
て
い
る
御
首
塚
の

整
備
と
し
て
、
敷
地
内
の
歌
碑
や
石
碑

な
ど
を
適
切
な
場
所
に
移
設
し
、
樹
木

の
剪
定
、
劣
化
の
著
し
い
竹
垣
の
改
修

な
ど
に
つ
い
て
、
地
元
か
ら
要
望
を
受

け
て
い
る
。
そ
う
し
た
要
望
に
応
え
る

周
辺
整
備
に
取
り
組
み
、
市
民
共
有
の

財
産
で
あ
る
文
化
財
を
後
世
に
引
き
継

い
で
い
き
た
い
。


